
 
          

 

 

 

平成 26 年９月 20 日(土)，「三原ふるさと子ども博士講座」

の第６回講座を開催しました。 

 

～宇根山家族旅行村・宇根山天文台～ 

   午前中は，みんなで協力して「とり飯」・「豚汁」を作りました。 

午後からは，宇根山天文台で星の勉強をしました。 

   

まずはみんなで野菜を洗います。           飯ごうは初めて!! 

お米を研いで，水を入れておきます。 

 

   

みんなで交代しながら具材を切ります。     “猫の手”で上手に具材が切れました。 



 
 

   

火はまいぎり式の火起こし器で起こします。       摩擦で焦げた板から火種をとって 

これがなかなか大変でした!!                「モグサ」につけます。 

 

   

かまどに松葉，小枝，薪を入れて          “ふぅ～，ふぅ～”と「火吹き竹」で風を送ります。 

火を大きくしていきます。 

 

   

鍋に湯を沸かし，豚汁の具材を入れます。    ご飯は“とり飯”!! 

具材を入れた飯ごうを火にかけます。 



 

   

“早く炊けないかな～”火吹き竹で風を送ったり，    “すごく煙たいけど，たのしいなぁ～” 

薪を足したり，出したりして，火力を調整します。 

 

   

豚汁は味噌で味付けをして完成！           飯ごうのとり飯はうまく炊けたかな？ 

“う～ん，いいにおい！” 

 

   
待ちに待ったお昼ご飯!! どの班も上手に出来ました!! 

自分たちで作ったご飯の味は格別！ 美味しく・残さずごちそうさま。 



 

   
食後の運動！歩いて天文台へ向かいます。     地球の自転についてお話を聞きました。 

 

   
天文台には大きな望遠鏡があります。         プラネタリウムも体験しました。 

 

 
最後に記念撮影!! 旅行村にも，天文台にもまた来てね！！ 


